
         
森

泉
寺

の
本

尊
と

い
え

ば
聖

観
音

さ
ま

で
、

平
安

時
代

、
恵

心
僧

都
（
横

川
恵

心
院

源
信

僧
都

）
御

作
と

伝
わ

り
、

永
く

秘
仏

と
し

て
祀

ら
れ

て
い

ま
し

た
が

、
現

在
は

ご

開
帳

し
、
参

拝
者

に
親

し
ま

れ
て

い
ま

す
。

 

 
両

手
に

未
芙

蓮
華

を
持

ち
、

苦
し

み
に

満
ち

た
世

の
中

か
ら

我
々

を
救

っ
て

く
だ

さ
る

意
思

を
示

し
、

右
足

を
一

歩
前

に
踏

み
出

す
遊

脚
像

は
苦

し
み

す
が

る
人

々
の

元
に

自
ら

赴
く

姿
勢

を
表

し
て

い
ま

す
。
 

そ
し

て
柔

和
な

お
顔

で
い

つ
も

私
た

ち
を

見
守

っ
て

く
だ

さ
っ
て

い
ま

す
。
 

 
毎

月
、

森
泉

寺
に

お
い

て
観

音
さ

ま
の

ご

縁
日

で
あ

る
十

八
日

に
観

音
会

を
始

め
て

二
年

と
半

年
に

な
り

ま
し

た
。

朝
八

時
か

ら
の

お
勤

め
の

後
、

下
座

行
と

し
て

一
時

間

ほ
ど

、
都

合
の

つ
く

方
々

が
境

内
の

掃
除

を

し
て

く
だ

さ
っ
て

い
ま

す
。

 

         

       
さ

て
、

平
成

十
九

年
か

ら
今

年
の

五
月

末
ま

で
西

国
三

十
三

観
音

霊
場

寺
院

で
期

間
は

異
な

り
ま

す
が

、
本

尊
様

が
ご

開
帳

さ
れ

、
多

数
の

信
者

、
観

光
客

で
賑

わ
っ
て

い
ま

し
た

。
 

 
観

音
さ

ま
は

全
国

各
地

に
霊

場
が

あ
る

こ
と

か
ら

も
伺

わ
れ

る
よ

う
に

、
数

あ
る

仏
さ

ま
の

中
で

も
最

も
信

仰
を

集
め

て
き

ま
し

た
。
 

 
観

音
経

の
冒

頭
に

な
ぜ

観
世

音
菩

薩
が

こ
の

世
に

出
現

さ
れ

た
か

と
い

う
因

縁
が

説
か

れ
て

い
ま

す
。
 

「
世

尊
よ

、
観

世
音

菩
薩

は
何

の
因

縁
に

よ

っ
て

観
世

音
と

名
づ

く
る

や
」
と

。
仏

は
無

尽
意

菩
薩

に
告

げ
た

も
う

「
善

男
子

よ
、

若
し

無
量

百
千

万
億

の
衆

生
あ

り
て

、
諸

の
苦

悩
を

受
け

ん
に

こ
の

観
世

音
菩

薩
を

聞
き

て
、

一
心

に
称

え
れ

ば
観

世
音

菩
薩

は
即

時
に

そ
の

音
声

を
観

じ
て

皆
、

解
脱

す
る

こ
と

を
得

せ
し

め
ん

」
 

 
困

っ
た

と
き

は
い

つ
で

も
我

が
名

を
念

じ

な
さ

い
と

「
念

彼
観

音
力

」
と

い
う

言
葉

が

繰
り

返
し

出
て

き
ま

す
。

外
か

ら
来

る
災

難
は

も
ち

ろ
ん

、
内

か
ら

涌
い

て
く

る
貪

瞋
痴

の
煩

悩
か

ら
の

苦
し

み
も

「
念

彼
観

音

力
」
に

よ
っ
て

救
っ
て

く
だ

さ
い

ま
す

。
 

 
ま

た
、

『
真

言
念

誦
行

次
第

』
に

は
「
大

日

如
来

の
大

悲
よ

り
諸

尊
は

湧
出

し
た

ま
へ

り
。

観
世

音
菩

薩
は

我
が

宿
業

に
相

応
し

て
苦

厄
を

消
し

、
福

徳
を

授
け

た
も

う
。

諸
願

皆
菩
提

の
善

縁
と

な
し

た
も

う
。

」
と

あ
り

ま
す

。
あ

ら
ゆ

る
尊

者
は

大
日

如
来

の
大
慈

悲
か

ら
湧

出
さ

れ
た

。
観

世
音

菩

薩
は

私
の

業
に

相
応

し
て

苦
厄

を
消

す
と

同
時

に
祝

福
し

て
く

だ
さ

る
。

観
世

音
菩

薩
は

私
の

願
い

を
す
べ

て
悟

り
の
道

に
変

え

て
く

だ
さ

る
。
と

い
う

意
味

で
す

。
 

 
お

寺
に

お
参

り
す

る
前

は
重

く
大

き
か

っ

た
身

心
の

苦
し

み
も

、
『
抜

苦
与
楽

』
の

ご

誓
願

を
掲

げ
る

観
音

さ
ま

に
一

心
に

手
を

合
わ

せ
、

そ
の
荷

を
預

け
て

い
た

だ
く

と
、

今
ま

で
の

苦
し

み
が

苦
し

み
で

な
く

な
る

の

を
感

じ
て

い
た

だ
け

る
と

思
い

ま
す

。
 

 聖
観

音
ご

真
言

 

 
 
『
オ

ン
 
ア

ロ
リ

キ
ャ

 
ソ

ワ
カ

』
 

  

 

          

お
盆

棚
経

予
定

 

七
月

二
十

五
日
(日
) 

大
阪
・
神
戸
･明
石

 

八
月

一
日
(日
) 
竹
原
・
笠
岡
・
西
阿
知

 

 
 
 
四

日
(水
) 
玉
野
・
岡
山

 

 
 
 
五

日
(木
) 
倉
敷

 

 
 
 
六

日
(金
) 
総
社
・
清

音
 

 
 
 
七

日
(土
) 
有
井
・
箭
田
・
川
辺

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
・
門
田
・
蒲
池
・
中
縄

手
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・
東

真
備
・
北
沼
・
第

二
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
辻
田
・
石
田
・
向
畑

 

 
 
 
八

日
(日
) 
砂
古

 

 
 
 
九

日
(月
) 

下
原

(川
南

)( 川
下
、川

上
両

方
か
ら
二
人
で
】 

 
 
 
十

日
(火
) 

下
原

(川
北

)( 川
下
よ
り
一

人
で
) 

 

 

 

 

 

 十
一

日
(水
) 
旧

森
・
新

森
・
石
小
山

 

 

 

 

 

 

 十
二

日
(木
) 
池
田
・
堂

応
寺

 

 

 

 

 

 

 十
三

日
(金
) 

五
反
田

 

 

 

 

 

 

 十
四

日
(土
) 
馬

場
団

地
・
岡
田

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・
学
園
団

地
・
西
之
床

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・
桜
・
山
之
谷
・
市

場
 

※
以

上
の

予
定

で
お

参
り

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
が

、
 

ご
都

合
の

悪
い

方
は

お
早

め
に

お
寺

に
ご

連
絡

く
だ

 

さ
い

。
 

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

写
経

会
（毎

月
第

四
日

曜
日

、そ
の

前
の

木
曜

日
） 

 
・
八

月
十

九
日
(木
)午

前
九

時
半

 

 
・
八

月
二

十
二

日
(日
)午

前
八

時
 

 
・
九

月
二

十
三

日
(木
)午

前
九

時
半

 

 
・
九

月
二

十
六

日
(日
)午

前
八

時
 

 
・
十

月
二

十
一

日
(木
)午

前
九

時
半

 

 
・
十

月
二

十
四

日
(日
)午

前
八

時
 

 
・
十

一
月

二
十

五
日
(木
)午

前
九

時
半

 

 
・
十

一
月

二
十

八
日
(日
)午

前
八

時
    

 
・
十

二
月

二
十

三
日
(木
)午

前
九

時
半

 

 
・
十

二
月

二
十
六

日
(日
)午

前
八

時
 

※
変

更
に

な
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

 

観
 
 
音
 
 
さ
 
 
ま
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倉
敷

市
真

備
町

辻
田

一
一

六
二

 

 
 

真 言 宗 御 室 派 

法
 

光
 

新
聞

「法
光

」は
檀

信
徒

の
皆

様
に

当
山

の
活

動
を

お
知

ら
せ

す
る

と
共

に
弘

法

大
師

の
御

教
え

を
分

か
り

や
す

い
言

葉

で
お

伝
え

す
る

目
的

で
発

行
し

ま
す

。
 

 

 

森泉寺本尊 聖観音 

伝 導 板 
欲

の
多

い
人

は
 

 
 

苦
悩

も
 

 
人

一
倍

多
い

 

◎
観

音
会

…
毎

月
十

八
日

(
観

音
さ

ま
の

ご
縁

日
)
午

前
八

時
よ

り
お

勤
め

 
そ

の
後

、
奉

仕
作

業
 

※
八

月
は

施
餓

鬼
と

連
日

に
な

る
の

で
中

止
 



 

施
餓

鬼
法

会
 

 
お
盆

の
時

期
が
近

づ
い

て
ま

い
り

ま
し

た
。

当
山
恒
例

の
施
餓
鬼
法
要

を
左
記

の
通

り

勤
修
致

し
ま

す
の

で
、
暑

さ
厳

し
き
折

で

す
が

、
ご

参
拝

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

、
ご
案

内
申

し
上

げ
ま

す
。
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 合
掌

 

記
 

期
 
日

 
平

成
二

十
二

年
八

月
十

七
日

（火
） 

受
 
付

 
午

前
八

時
半

よ
り

 

 
 

 
 

玄
関

に
て

受
付

を
済

ま
せ

、
客

殿
に

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入
堂

く
だ

さ
い

 
（記

念
品

授
与

） 

法
 
要

 
午

前
九

時
半

～
十

一
時

 

 
 

 
 
「
理

趣
三

昧
供

養
法

」並
び

に
 

 
 
 
 
 

「施
餓

鬼
法

」（水
棚

に
て

） 

法
 
話

 
午

前
十

一
時

～
 

 
 

 
 

 

 
演

 
題

 
「「 「「 心心 心心

ひ
と

つ
で

ひ
と

つ
で

ひ
と

つ
で

ひ
と

つ
で

幸幸 幸幸
せ

に
な

り
せ

に
な

り
せ

に
な

り
せ

に
な

り
、、 、、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
辛辛 辛辛

く
も

な
る

く
も

な
る

く
も

な
る

く
も

な
る

」」 」」     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
広

島
県

廿
日

市
市

地
御

前
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
大

神
山

三
光

院
御

尊
住

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
奥

野
隆

海
僧

正
 

 ※
当

日
は

各
家

先
祖

供
養

並
び

に
戦

没
者

慰
霊

、
有

縁

無
縁

三
界

万
霊

、
水

子
供

養
を

致
し

ま
す

。
 

※
ご

参
拝

い
た

だ
く

こ
と

で
、
よ

り
供

養
が

届
き

ま
す

。
 

 

子
ど

も
練

成
会

「
こ

ぼ
ん

さ
ん

修
行

」
 

 
   平

成
二

十
二

年
七

月
二

十
九

日
(木

) 

                            ～
三

十
日

(金
) 

 
お

寺
で

子
ど

も
の

修
行

体
験

を
行

い
ま

す
。

日
頃

、

体
験

し
難

い
お

寺
で

の
生

活
を

通
し

、
礼

儀
や

思
い

や

り
の

心
を

育
て

る
会

で
す

。
 

◎
主

な
内

容
 

 
 
 
 
朝

夕
お

勤
め

、
食

事
作

法
、
境

内
掃

除
 

 
 
 
 
瞑

想
、
写

仏
、
茶

道
体

験
、
筆

供
養

な
ど

 

第
五

回
観

 
月

 
会

 

 
今

年
も

お
寺

で
観

月
会

を
催

し
ま

す
。
秋

の
夜
長

に
お
誘

い
合

わ
せ

の
上

、
お
気
軽

に

お
越

し
く

だ
さ

い
ま

せ
。
 

日日 日日
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
時時 時時

 

 
 
平

成
二

十
二

年
十

月
二

十
三

日
（
土

）
 

 
 
 
 
 
午

後
七

時
～

九
時

（
雨

天
決

行
）
 

会会 会会
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
場場 場場

 

 
 
森

泉
寺

大
悲

殿
 
《
入

場
無

料
》
 

予
定

内
容

予
定

内
容

予
定

内
容

予
定

内
容

 

 
 
・
「「 「「
ブ
リ
ラ
ン
テ

ブ
リ
ラ
ン
テ

ブ
リ
ラ
ン
テ

ブ
リ
ラ
ン
テ
」」 」」

    

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
    
～～ ～～

    
弦弦 弦弦

    
楽楽 楽楽

    
四四 四四

    
重重 重重

    
奏奏 奏奏

    
～～ ～～

    
    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
    
（（ （（ バ

イ
オ

リ
ン

バ
イ

オ
リ

ン
バ

イ
オ

リ
ン

バ
イ

オ
リ

ン
、、 、、
チ

ェ
ロ

チ
ェ
ロ

チ
ェ
ロ

チ
ェ
ロ
、、 、、
ビ

オ
ラ

ビ
オ

ラ
ビ

オ
ラ

ビ
オ

ラ
)) )) 

 
 

 

 

 

 

 ・
大
正
琴

の
演
奏

 
 

 
 
・
献
茶

、
抹
茶

の
お
接
待

 

 
 
・
趣
味

の
作
品
展

示
（
有
志

）
 

 
 
・
書
道

作
品
展

示
（
下
原
婦

人
会
他

）
 

 
 
・
境

内
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
竹
灯
篭

）
 

         ※
日

頃
、

皆
さ

ん
が

作
ら

れ
て

い
る

編
み

物
や

 

 
 
刺

繍
、

彫
り

物
、

パ
ッ

チ
ワ

ー
ク

な
ど

の
作

品
 

 
 
展

示
に

ご
協

力
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
、

お
願

い
 

 

 

 

 

 

 致
し

ま
す

。
 

※
作

品
の

搬
入

は
三

日
前

ま
で

に
、
生

け
花

は
 

 
 
前

日
に

お
願

い
し

ま
す

。
 

※
作

品
は

一
週

間
展

示
後

、
お

返
し

致
し

ま
す

。
 

四
国
巡
拝

四
国
巡
拝

四
国
巡
拝

四
国
巡
拝

(( (( 昨
年
秋
参
加
者

昨
年
秋
参
加
者

昨
年
秋
参
加
者

昨
年
秋
参
加
者
)) ))のの のの

感
想
文

感
想
文

感
想
文

感
想
文

 

 
お

参
り

が
近

く
な

っ
て

も
何

の
準

備
も

せ
ず

、
天

気
 

予
報

を
見

る
ば

か
り

で
、

瞬
く

間
に

日
々

が
過

ぎ
、

何
と

 

か
間

に
合

わ
せ

の
出

発
と

な
り

ま
し

た
。

前
回

と
て

も
寒

か

っ
た

の
で

、
し

っ
か

り
着

込
ん

で
行

き
ま

し
た

が
、

皆
様

の

行
い

が
良

い
の

か
こ

の
度

は
好

天
で

暑
く

て
、

暑
く

て
大

変

で
し

た
。

 

 
何

も
お

願
い

せ
ず

に
巡

る
の

で
は

意
味

が
無

い
し

、
前

回

の
お

参
り

で
住

職
さ

ん
よ

り
「

そ
ろ

そ
ろ

煙
草

を
！

」
と

の

お
話

も
あ

り
、

今
後

は
禁

煙
を

目
標

に
ト

ラ
イ

し
た

い
と

思

い
ま

す
。

 

 
今

回
は

土
佐

方
面

で
移

動
距

離
が

長
く

、
お

参
り

す
る

お

寺
が

少
な

か
っ

た
せ

い
か

、
少

し
は

要
領

を
得

た
の

か
、

疲

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

 

 
特

に
印

象
に

残
っ

て
い

る
の

は
室

戸
岬

の
太

平
洋

を
一

望
す

る
お

寺
と

石
段

と
紅

葉
の

す
ば

ら
し

い
竹

林
寺

で
し

た
。

ま
た

、
足

摺
岬

で
は

念
願

で
あ

り
ま

し
た

数
珠

を
購

入

し
帰

路
を

急
い

で
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
初

め
て

の
方

の

為
に

と
岬

の
観

光
ま

で
さ

せ
て

も
ら

い
、

最
後

に
お

参
り

し

た
延

光
寺

で
は

着
て

い
た

白
衣

に
『

亀
の

朱
印

』
を

い
た

だ

い
て

帰
る

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。
 

 
初

日
の

ホ
テ

ル
か

ら
の

眺
め

は
絶

景
で

、
弓

な
り

の
海

岸

線
が

連
な

り
最

高
で

し
た

。
ま

た
ま

た
夜

中
に

ウ
シ

ガ
エ

ル

が
出

て
き

て
し

ま
い

、
友

に
は

迷
惑

を
か

け
、

す
み

ま
せ

ん

で
し

た
。

二
日

目
の

三
陽

荘
で

の
夕

食
に

出
た

目
ヒ

カ
リ

の

て
ん

ぷ
ら

は
白

身
で

と
て

も
お

い
し

か
っ

た
で

す
。

 

 
三

日
間

の
好

天
、美

味
し

い
食

事
、温

泉
に

宴
会

、観
光

、

た
く

さ
ん

の
方

の
お

接
待

に
よ

り
楽

し
い

旅
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
途

中
、

体
調

を
崩

さ
れ

た
方

も
お

ら
れ

ま

し
た

が
、

お
陰

を
い

た
だ

か
れ

、
元

気
に

な
っ

て
よ

か
っ

た

で
す

。
次

回
の

こ
と

を
言

う
と

鬼
が

笑
う

と
言

い
ま

す
が

、

楽
し

い
巡

拝
を

今
か

ら
楽

し
み

に
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

 ◎
参

加
者

の
ご

意
見

、
ご

感
想

な
ど

募
集

し
て

い
ま

す
。

 

                  報
告

 

 

 

 

 

 地
域

土
木

委
員

の
ご

尽
力

に
よ

り
、

 

 
 

 
 

 
森

泉
寺

表
参

道
、

裏
参

道
の

一
部

が
 

 
 

 
 

 
き

れ
い

に
舗

装
さ

れ
ま

し
た

。
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◎
森

泉
寺

周
辺

の
清

掃
、

ゴ
ミ

捨
て

場
の

片
付

け
、

美
化

に
ご

奉
仕

く
だ

さ
っ

て
い

る
方

々
、

い
つ

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 

四
国

八
十

八
ヶ

所
霊

場
巡

拝
 
八

巡
目

 

 
 
～

伊
予

・
讃

岐
方

面
～

 

 
 
 
 
（
五

十
四

番
～

七
十

三
番

札
所

）
 

     ぼ
け

封
じ

三
十

三
観

音
霊

場
巡

拝
 

し
ま

な
み
街
道

よ
り

お
大
師

さ
ま
ゆ

か
り

の
地

、
四

国
へ
渡

り
ま

す
。

 

秋
の
紅

葉
を
眺

め
な

が
ら

の
お
遍
路

の
旅

に
是
非

、
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
 

 期
 
 
 
日
…

平
成

二
十

二
年

 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一

月
八

日
(月

)～
十

日
(水

)     

定
 
 
 
員
…

二
十

五
名

 

申
込
締
切
…

十
月

十
日

 

会
 
 
 
費
…
四
〇

、
〇
〇
〇
円

 

 ※
初

め
て

の
方

も
歓
迎

 

※
申
込

み
、
お
問

い
合

せ
は

森
泉

寺
ま

で
 

マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

 

燃
え
な
い

ゴ
ミ
（
ビ

ン
・
缶

・

陶
器
類
)お

よ
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
 

ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ビ
ニ
ー

ル
類
は
焼
却
で
き
ま
せ
ん
の
 

で
各
自
で
必
ず
お
持
ち
帰
り
 

く
だ
さ
い

。
 

山
内
環
境
保
全
に
皆
様
の
 

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す

。

 
 
 
 

 
 
 
 

 
山
主
 

 

墓地ゴミ捨て場ご利用の皆様へ   

          おねがい 


